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R(0,p,T,i)= Ro (1+妄完αAm(T,t)Y+ Am(0,p))
となる｡ ここに YAm(0,早)は球面調和関数であり､ αAm(T't)はデバイ球か






MAm(T,t)=∫αAm(T,t) P (r)rAYAm dr
DLVO理論における荷電球の遮蔽は平衡の条件下のものであり､十分遮蔽されてい
る｡ しかしながらブラウン運動や外場によって誘起された多重極子の遮蔽には､多
重極子を形成するイオン雰囲気よりも速いところにあるイオンが遮蔽をするものと考
えられるから､ブラウン運動に比べて遮蔽には長時間を要する｡ したがって遮蔽を
受けないか受けても十分でない多重極子であるからDLVO理論における単極子より
も遠くまでポテンシャルがおよぶ｡ したがってブラウン粒子の作る全ポテンシャル
は電気二重層による単極子と粒子の運動による多重極子と､粒子表面の荷電のゆらぎ
によるvanderWaalsポテンシャルとの総和として記述される｡
ブラウン粒子がここで生成されるポテンシャルの作用城に他のブラウン粒子が入っ
てくると､このポテンシャルに捕らえられブラウン粒子は対を形成することになる｡
ここで多重極子のどれを生ずるのかは､外場の影響と粒子の密度と熱的ゆらぎのため
の偶然に支配される｡ したがって一つのブラウン粒子は一時に複数のポテンシャル
の極小をもっのではなくて､その場その場で不連続的に変わるのである｡ これは実
験事実をよく説明している｡ 複数個のブラウン粒子の相互作用は互いに誘起多重極
子どうLが共鳴しあうので多重極子の緩和時間ははなはだ長くなる｡ そしてこの緩
和時間は粒子密度や粒子の分布の状態に大きく依存することになる｡
§ 結論
現実のブラウン粒子は､ミクロンや数十ミクロンメーターに及ぶ相互作用のある
ことが実験的に示された｡ 他のところで教育用あるいは他の目的で研究用に掘られ
た希薄系および濃厚系における (広い意味の)コロイドの運動のビデオを見ると､本
発表で用いた試料とは違うものであるが､ここで得た実験結果と同様な振舞を示して
いる｡ しかしながら通常それを見ていながら見えないのは先入観があるためとしか
考えられない｡ 過去の研究をふりかえって見てみると､その先入観ができあがった
理由がうかがえるが､その一つは理論の不備によるものであろう｡ そこでここに軌
的多重梅子モデルを示したのであるが､これによっていままで不可解とされた多くの
実験事実が説明されるものと考えている｡
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